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本
年
三
月
七
日
の
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
沖
縄
県
訪
問
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
三
月
七
日
、
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
沖
縄
県
を
訪
問
（
以
下
、
「
訪
問
」
と
い
う
。
）
し
、
仲
井
眞
弘
多
沖
縄
県

知
事
と
会
談
（
以
下
、
「
会
談
」
と
い
う
。
）
し
た
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

本
年
二
月
十
七
日
に
中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
と
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
務
長
官
と
の
外
相
会
談
が
行
わ
れ
た
際
、

在
沖
縄
米
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
に
係
る
協
定
（
以
下
、
「
協
定
」
と
い
う
。
）
の
署
名
が
な
さ
れ
た
。
「
協
定
」
に
関
し

て
は
、
在
沖
縄
米
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
に
よ
る
再
編
の
一
環
と
し
て
、
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
施
設
建
設
の
あ
り
方
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
従
来
沖
縄
県
側
が
求
め
て
い
た
あ
り
方
と
異
な
る
こ
と
に
、
沖
縄
県
側
は
大
き
な
不
満
を
持
っ
て

い
る
と
承
知
す
る
。
「
訪
問
」
に
際
し
て
、
「
会
談
」
の
他
に
、
普
天
間
飛
行
場
は
じ
め
在
沖
縄
米
軍
基
地
の
視
察
を
行

う
、
ま
た
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
施
設
建
設
の
あ
り
方
等
に
関
し
て
地
元
住
民
と
対
話
す
る
場
を
つ
く
る
等
の
日
程
は

設
け
ら
れ
て
い
た
か
。

二

一
で
、
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
麻
生
総
理
の
意
向
か
。

三

本
年
三
月
六
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
一
六
〇
号
）
に
は
、
「
協
定
」
の
署
名
が
な
さ

れ
る
以
前
に
、
外
務
省
と
し
て
地
元
沖
縄
県
側
に
十
分
な
説
明
を
し
、
事
前
に
沖
縄
県
民
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
た
と
考
え

一



て
い
る
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、
「
本
協
定
の
署
名
の
前
に
、
外
務
省
か
ら
沖
縄
県
側
に
本
協
定
の
詳
細
を
説
明
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
沖
縄
県
民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
の

答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
が
「
今
後
と
も
沖
縄
県
民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
」
と

考
え
て
い
る
の
な
ら
、
「
訪
問
」
に
際
し
て
も
麻
生
総
理
が
普
天
間
飛
行
場
は
じ
め
在
沖
縄
米
軍
基
地
の
視
察
を
行
う
、
ま

た
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
施
設
建
設
の
あ
り
方
等
に
関
し
て
地
元
住
民
と
対
話
す
る
等
の
日
程
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
麻
生
総
理
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


